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日本ペイント株式会社

□ 規 格 　　首都高速道路（株）　鋼橋塗装設計施工要領（2021年10月版）　　SDK W-512 製品使用説明書

□ 一 般 名 称 水性有機ジンクリッチペイント

□ 特 徴 ・防食性に優れ、厚塗りができます。

・密着性にすぐれています。

・水性ですので、人体や環境にやさしく、安心して塗装できます。

□ 塗 料 性 状 塗料液 硬化剤 粉末

色 白色 乳白色 ｸﾞﾚｰ色

密度（g/㎤） （23℃） 2.61（混合塗料）　1.08（塗料液）　1.04（硬化剤）　6.90（粉末）

－

なし なし －

278℃ (参考値) 270℃ (参考値) －

消防法 化 学 名 水溶性合成樹脂塗料 水溶性合成樹脂塗料 －

表   示 危 険 物 区 分 非危険物 非危険物 非危険物

危 険 物 等 級 －（－）

－

－ － －

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 配合せず ﾄﾙｴﾝ 配合せず

ｷｼﾚﾝ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 配合せず ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 配合せず

ｽﾁﾚﾝ（ﾓﾉﾏｰ） ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ 配合せず ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ 配合せず

ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 配合せず ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 配合せず

ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 鉛 配合せず

1.8%

・加熱残分（％）　　８１（混合塗料）　４６（塗料液）　２６（硬化剤）　１００（粉末）

□ 塗 装 基 準

下 地 調 整 ： ・施主基準書に準じた下地調整を行ってください。

混 合 ： ３液形のため、「塗料液：硬化剤：粉末＝４：３：１３（重量比）」に混合比により混合してください。

まず塗料液と硬化剤を混合して十分撹拌し、混合液を撹拌しながら、ダマにならないよう粉末を徐々に投入して十分に撹拌してから

塗装してください。1セット使いきりの場合、まず粉末を缶から取り出してください。その缶を混合用の容器としてご使用ください。

荷 姿 ： 20㎏セット（塗料液：硬化剤：粉末＝4kg：3kg：13kg）

ポ ッ ト ラ イ フ ： 5時間（23℃）

希 釈 剤 ： 水道水

塗 装 方 法 ：

・上記各数値は、施主基準書に準拠したものとなっており、被塗物の形状や気象条件等で各数値は増減することがあります。

　施主基準書に従って塗装してください。

エアレス条件 ： 一次圧0.4～0.5MPa　二次圧8～12MPa　チップＮｏ．163-617、619など

乾 燥 時 間 ： 5℃ 23℃ 30℃

2時間 1時間 30分

1日以上10日以内 1日以上10日以内 1日以上10日以内

･乾燥時間は目安です。使用量、通風、湿度および素地の状態によって異なります。

　　・塗り重ね乾燥時間は、施主基準書に定められた数値となっております。気象条件や被塗物の状態によって、その値に変動

　　　がありますので、塗膜状態を確認してから塗り重ねをするようにしてください。

光 沢

引 火 点

発 火 点

－(－) －(－)

有 機 溶 剤 区 分 なし なし

毒 劇 物 表 示

有 害 物 表 示 － － －

国連／指針番号 － － 1436/138

環 境 性 能

配合せず

0.1%未満

配合せず

配合せず

配合せず

Ｔ Ｖ Ｏ Ｃ

塗 装 方 法 はけ、ローラー塗り 吹付

希 釈 率 0～5％ 0～5％

使 用 量 0.25kg/㎡/回 0.60kg/㎡/回

膜 厚 （ ド ラ イ ） 37.5μｍ 75μｍ

塗 り 重 ね 乾 燥

膜 厚 （ ウ ェ ッ ト ） 85μｍ 165μｍ

指 触 乾 燥

半 硬 化 乾 燥 6時間 2時間 2時間



□ 注 意 事 項

・ 下地調整など塗装基準の詳細については、各施主様の指針書をご参照願い

ます。

・ 貯蔵はよく蓋をし、直射日光を避けてください。塗料液・硬化剤は直射日光に

長く当たると缶内にて塗料が乾燥し、皮張りが発生する恐れがあります。ま

た、40℃以下、0℃以上の場所で貯蔵してください。塗料液・硬化剤は0℃以

下の場合凍結する恐れがあります。

・ 被塗物が結露などで濡れている場合は塗装を避けるか、十分水分を除去し

てから塗装を実施してください。

・ かくはんはディスパーで行ってください。

・ 調合後や塗装中に沈殿や塊が見られた場合は、均一になるまでかくはんを

行ってください。

・ 調合後80～100メッシュのふるいでろ過してから塗装してください。

・ 硬化剤は静置していると、ゼリー状で流動性がないように見えますが、缶を

振ったり撹拌すると流動性が発現します。異常ではありません。使用時は、

しっかりと蓋をし、蓋が外れないように缶を十分に振って流動性が出てから

容器口からそそぐか、天板を切り開封し、取り出すようにしてください。

・ 塗装する時、まず希釈なしで塗装してください。粘度が高く、塗装しにくい時

は、希釈剤を用いて希釈してください。また、少量の希釈でも粘度が大きく

低減します。希釈するときは粘度変化に十分注意して、少しずつ希釈するよ

うにしてください。5％を超えての希釈は厳禁です。

・ 塗装場所の気温が5℃以下、湿度85％以上、また換気が十分でなく結露が

考えられる場合は塗装を避けてください。

・ 塗装終了後、4時間以内に気温が5℃以下に下がることが想定される場合、

塗装を避けてください。

・ この塗料は増粘しにくいため、可使時間の管理を時刻で行ってください。

・ 外部の塗装で降雨、降雪の恐れがある場合、および強風時は塗装を避けて

ください。

・ 飛散した場合は、速やかに希釈剤などを使って拭き取ってください。

・ 動物刷毛は、刷毛が固まったりダマになりやすいので、できるだけ水性塗料

用刷毛（たとえばナイロン刷毛など)をご使用ください。

・ 乾燥条件によっては塗膜に粘着を感じられることがありますが時間とともに

粘着感はなくなります。

・ 塗装環境条件によっては、塗装後、塗膜表面にさびが浮いたような現象が生

じる可能性がありますが、塗膜性能に問題はありません。そのような時は念

のため面粗しをおこない、下塗り塗料を塗り重ねてください。

・ 一度に厚塗りすると、乾燥不良となり、種々の問題を引き起こしますので、適

正な膜厚で塗装してください。

・ 反応硬化タイプですので、必ず、その日にハケ等の洗浄を終えてください。

・ 洗い溶剤は、基本的に水道水ですが、落ちにくいときはラッカーシンナーを

ご使用ください。

・ 新設亜鉛面・コンクリート・没水部への適用は避けてください。

・ ニッペ水性防食システムの仕様で塗装してください。

・ 作業前に容器に記載している「安全衛生上の注意事項」をご参照ください。

・ 塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでく

ださい。

・ 製品安全に関する詳細な内容は安全データシート（SDS）をご参照ください。
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